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2024年３月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2023年８月４日に公表致しました「2024年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」において、

未定としておりました2024年３月期通期連結業績予想について下記の通りお知らせします。 

 

１． 連結業績予想について 

2024年３月期通期 連結業績予想 （2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円.銭 

― 

今回修正予想（Ｂ） 52,000 △2,600 △2,100 △1,600 △53.18 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増 減 率（ ％ ） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

    （2023年 3月期） 
53,399 304 848 557 18.57 

 

２.修正の理由 

売上高につきましては、電子情報通信分野でデータセンター向け投資抑制が続いており、ＨＤＤ用サスペン

ション、通信関連の売上回復は2024年度以降となる見込みです。また自動車分野では、半導体不足等供給制

約の解消による回復が進んできた一方で、北米市場が依然低迷していることに加え、中国市場で日系自動車

メーカーの販売不振により当社製品の売上減少が発生しております。このような状況下、通期連結売上高予想

を前年比2.6％減の520億円といたします。 

上記売上減少の影響に加え、ＨＤＤ用サスペンションの新機種増産準備にかかる費用の増加及び訴訟

対応に関して有効な防御策を講じるための弁護士費用・その他の費用などの影響があり、またEV等電動

化関連で将来の受注獲得が進んでいることから、その対応のための費用等が発生しております。 

上記により、営業損失は26億円、経常損失は21億円、親会社株主に帰属する当期純損失は16億円を

見込んでおります。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、 

   実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


